
羽ばたき練習をするヒナ（祥雲寺巣塔）

（2025.8.31 時点）
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コウノトリの野外放鳥 20 周年にあたる本年６月に、野外
個体数が 500 羽に達しました。これまで関係された皆様の
ご努力や思いによって、500 羽という節目を迎えることが
できましたことに、あらためて感謝申し上げます。
　繁殖地も日本各地に拡がり、13 府県でふ化が確認されま
した。新しい繁殖地として、兵庫県内では上郡町と新温泉
町で、県外では茨城県水戸市、石川県珠洲市・能登町、島
根県奥出雲町で繁殖が確認され、さらに拡がりを見せてい
ます。
　しかし、未だ多くの課題を抱えています。野外個体群の
存続可能性を高めるには、遺伝的多様性の拡大が求められ
ます。そのために、巣立ち前の個体に足環を装着し、野外
コウノトリの系譜を把握し続けることが必要です。また、
野外コウノトリの増加に対して、主食であった魚類等の回
復が遅れていることも明らかになっています。引き続き、
全国各地でコウノトリが生息・繁殖できるだけの餌を保証
する環境収容力の向上が必要です。
　したがって、今後は、コウノトリとその他の生物相を対

象とし、人間生活や生業との係わりも踏まえた、地域全体
での生態系の健全性を高めていく、新たな段階を迎えてい
るといえます。すなわち、コウノトリとその他の生物相が
共生し得る環境の創造、それを支える環境創造型の生業や
環境配慮型の生活スタイルの推進、そして、それらを通じ
た地域経済の活性化や個性的な地域づくりへと展開してい
くことが必要です。

コウノトリと共生する地域づくりを先導してきた但馬地
域では、全国にそのためのロールモデルを提供していく役
割もあると思います。コウノトリの郷公園では、但馬地域
や全国の営巣地におけるコウノトリ野生復帰の科学的な成
果をさらに蓄積し、地域全体での生態系の健全性を創出す
べく貢献していきたいと考えております。
　これまで以上に、地域住民や民間企業などをはじめとした
関係者との連携を深めて、「コウノトリも住める豊かな環境
を創る」ことをスローガンとして進められてきたコウノトリ
の野生復帰を、次のステージに進めていきたいと考えており
ます。引き続きご協力の程何卒よろしくお願い申し上げます。

26
21
47

オス
29
19
48

メス
0
6
6

飼育

兵庫県立コウノトリの郷公園
附属飼育施設コウノトリ保護増殖センター
計

施設・拠点名 不明
55
46
101

計
18
94
1
10
127
250

13
109
2
5
131
260

0
32
0
0
16
48

31
235
3
15
274
558

野外
カテゴリー
兵庫県放鳥
兵庫県野外巣立ち
野生個体（可能性を含む）
他府県放鳥
他府県野外巣立ち等
計

オス メス 不明 計

2025.10.1 発行 No.39

07 教〇P 2-020A4





放鳥 20年の歩み
1962 年（S37） 兵庫県が「特別天然記念物コウノトリ」の管理団体に指定される
1963 年（S38） 文部省文化財保護委員会（現文化庁）は人工ふ化と人工飼育の方針を決定
1965 年（S40） 人工飼育の開始  コウノトリが兵庫県の県鳥に指定される
1985 年（S60） ロシアのハバロフスクから幼鳥 6 羽を受贈し、飼育場で飼育を始める
1989 年（H1）    人工繁殖に成功。25 年目にして人工飼育下での繁殖に成功し、ヒナが誕生
1999 年（H11）兵庫県立コウノトリの郷公園開園
2002 年（H14）飼育コウノトリが 100 羽を超える
2004 年（H16）野生復帰に向けた馴化訓練（飛行・採餌）が始まる
2005 年（H17）コウノトリの放鳥開始
2007 年（H19）43 年ぶりに国内の野外でのヒナ誕生（豊岡市百合地区の人工巣塔）
2011 年（H23）兵庫県とコウノトリの郷公園が、「コウノトリ野生復帰グランドデザイン」を策定
2013 年（H25）国内個体群管理に関する連携組織として「コウノトリの個体群管理に関する機関・
                           施設間パネル（通称：IPPM-OWS）」立ち上げ
2017 年（H29）  野外コウノトリが 100 羽到達
2019 年（H31）  「コウノトリ保護増殖センター第１フライングケージ（通称：約束のケージ）」が
                           国登録有形文化財に登録される
2020 年（R2）    野外コウノトリが 200 羽到達
2022 年（R4）    野外コウノトリが 300 羽到達
2024 年（R6）    コウノトリの郷公園開園 25 周年　野外コウノトリが 400 羽到達
2025 年（R7）    放鳥開始から 20 年　野外コウノトリが 500 羽到達

人工飼育下で誕生したヒナ

放鳥式典（2005 年 9 月 24 日）

トラクターの後ろで採餌する
野外コウノトリ

放鳥・野外繁殖等による野外個体数

令和 7 年度は 8 月 31 日現在
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野外個体数の推移
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① 神栖市
　波崎愛鳥会と連携し、コウノトリの見守りやヒナ
への足環装着を令和５年度から３年連続で実施し
ています。また、令和６年度には株式会社クラレか
らの企業版ふるさと納税を活用し人工巣塔を設
置しました。

② 行方市
　放鳥20周年および野外コウノトリ500羽達成お
めでとうございます。コウノトリがいつの日か足環
を必要とせず、日常当たり前の存在になることを
目指して、繁殖地のひとつである市として、人とコ
ウノトリが共生できる環境づくりに取り組んでま
いります。

③ 小山市
　2012 年にラムサール条約湿地として登録された

「渡良瀬遊水地」の保全や賢明な利用を多様な主
体と共に進めてきました。取組みが奏功し、2020
年に、東日本初となるコウノトリの野外繁殖が実
現しました。以降、６年連続で計 14 羽のヒナが巣
立っています。

④ 野田市
　平成24年に多摩動物公園から２羽のコウノトリ
を譲り受け飼育を開始しました。その後、平成27年
から令和５年まで９年連続で合計17羽を放鳥し、
放鳥から10年目の令和６年には野田市放鳥のオス
と渡良瀬遊水地生まれのメスがペアとなり市内初
の野外繁殖に成功しました。

⑤ 上越市
　放鳥20周年、誠におめでとうございます。これ
までコウノトリの繁殖に関わってこられた関係者
の 皆 様 のご 努力に深く敬 意を 表しますととも
に、この20周年が、次の30年、100年と未来へ羽
ばたく一歩となりますよう祈念申し上げます。殖
に成功しました。

⑥ 志賀町　
　令和４年以降毎年営巣し、本年で13羽のヒナ
が巣立ちを迎えました。町ではコウノトリを温か
く見守り、令和６年から地元小学生に愛称を募集
し、命名しています。

⑫ 小浜市
　「人もコウノトリも豊かに住み続けられるまち」
を目標に掲げ、水田、水路などのつながりの回復
に向けた自然環境の創出、減農薬・有機栽培の生
産拡大による環境にやさしい農業の推進、子ども
たちへの環境学習を通じた人づくりなどを連携し
て進めています。

⑬ 京丹後市
　長きにわたりコウノトリの保護活動をされてい
ることに敬意を表します。毎年、着実にコウノトリ
の数が増えていることを喜ばしく思っています。コ
ウノトリが希少動物でなくなり、自然の中で自由に
飛び交う日を、心より願っています。

⑭ 綾部市
　2020年（令和２年）に市内でコウノトリのヒナが
初めて誕生して以来、毎年、ヒナが産まれていま
す。本市では足環装着などの希少生物の実態調査
に協力するとともに、コウノトリの繁殖活動を支
援しています。

⑮ 豊岡市
　この20年でコウノトリの生息地は広がり、羽数も大きく
増えました。コウノトリは、自然の中で、力強く生きていること
を実感するとともに、コウノトリの野生復帰という夢を実現
するため、長年に渡る多くの方々の努力や、地域の方々の理
解や支援により成し遂げられたことです。豊岡市は、これから
も「コウノトリも住めるまちづくり」を目指し、挑戦し続けます。

⑯ 養父市
　平成24年度に八鹿町伊佐地区に放鳥拠点を設
け、令和５年度まで人工飼育、放鳥を行ってきまし
た。この間18羽が養父市から巣立ち、野生復帰に
貢献しました。令和６年度からは営巣用人工巣塔
を設置する補助事業に取組み、野生個体の市内
定着を目指しています。

⑰ 朝来市
　市内のコウノトリ育む農法による水稲の無農
薬・減農薬栽培は、令和６年度末時点で78.4haま
で拡大しています。今後も環境創造型農法の推進
や、コウノトリ保全に係る普及啓発等を通じ「人と
自然が共生する」まちづくりを進めて参ります。

⑱ 上郡町
　保護・研究・啓発を続けて、放鳥20周年を迎え、野
外コウノトリが500羽を超えるという地道な活動を
継続されたコウノトリの郷公園のみなさまの功労
を讃えます。また、その節目の年に合わせるように
本町でも３羽のヒナが誕生しました。これからもコ
ウノトリに選ばれる環境の維持に努めていきます。

⑲ 稲美町
   令和５年に町内で初めて国岡人工巣塔での営巣が確認されました。
その後ヒナ３羽が誕生して巣立ちました。これを受けて親鳥の愛称募
集と命名を行いました。令和６年も同巣塔でヒナ１羽が誕生し、町は足
環装着費用を負担しました。さらに令和７年も同様に営巣し、本年誕生
したヒナ４羽のうち、３羽が巣立ちました（足環装着費用を負担）。死亡
個体については、町が回収し県立コウノトリの郷公園へ搬送しました。

⑳ 淡路市
　令和３年にコウノトリが飛来し、５年連続で営
巣（子育て）しています。継続的な営巣地のため
の人工巣塔設置やコウノトリの剥製展示及び野外
活動等の環境学習を通じて、生息環境の保全再
生活動や野生復帰への関心を高める活用に取り
組んでいます。

㉑ 鳥取市
　鳥取市には、水鳥の生活には適した環境が豊
かに残されています。コウノトリの姿が、普通の水
鳥として風景に溶け込むような日のやってくるこ
とを望んでいます。

㉒ 八頭町
　令和２年に初めて町内で繁殖が確認されたこと
をきっかけとして、人工巣塔を設置しました。以降
は毎年繁殖が確認されており、今年は町内２カ所
の繁殖地から６羽の巣立ちを見守ったほか、これ
までに計18羽が町内から巣立っています。

㉓ 北栄町
　親しみをもって末永く見守っていただけるよう、
地域の皆様からコウノトリの雛の愛称募集をする
など、北栄町全体で一緒に愛着をもって見守れる
ような取組をしています。

㉔ 大山町
　令和７年にも飛来があり、コウノトリは地域の
方々に親しまれ繁殖も見守られています。放鳥と
繁殖の継続を祝い、これからも全国に元気が広が
ることを祈念いたします。

㉕ 雲南市
　コウノトリがよくエサをとる水田での生き物調
査、生き物を増やすための「よけじ」づくり、地域
の人たちによる耕作放棄地を活用したビオトープ
整備等の取組を行っており、市内のたくさんの人
たちが、コウノトリと共生するまちづくりに取り組
んでいます。

㉖ 世羅町
     コウノトリ放鳥20周年、誠におめでとうございます。貴公園には、
当町でもコウノトリが子育てをするにあたり、懇切丁寧な御指導・
御助言をいただいております。賢明にして懸命なご活動に対しま
して敬意を申し上げます。今後も、「コウノトリも住める豊かな環
境づくり」をスローガンに、地域住民とともに未来へ繋げていきた
いと考えています。更なるご活躍とご発展をお祈り申し上げます。

㉗ 徳島県
　平成27年のコウノトリ飛来以降、繁殖のための
営巣場所の確保、マナー対策等を行い、平成28年
以降は、繁殖ペアのヒナに９年連続で足環装着を
実施してきました。また、負傷個体のための一時
保護施設を設置するなどコウノトリの保護に取り
組んでいます。

㉘ まんのう町
　コウノトリ放鳥20周年、誠におめでとうござい
ます。貴公園の懸命な活動が実を結び、まんのう
町でもコウノトリが子育てをする姿を見ることが
でき、大変喜ばしく思います。今後も、コウノトリ
と人が共生できる豊かな環境を、地域住民ととも
に守り、未来へ繋げていきたいと考えています。

㉙ 白石町
　令和４年九州初の営巣、翌年の初の巣立ちな
ど、現在まで九州唯一の繁殖地です。地域住民や
農家のみなさん、保護団体と連携しながら、造巣
から産卵、巣立ちに至るまでコウノトリの野生復
帰への支援を行っています。

⑦ 津幡町
　定住しているペアを「名誉鳥民」として顕彰しま
した。また巣塔近くにカメラを設置して育雛期の
様子を24時間配信するとともに、コウノトリを紹
介する番組の作成およびケーブルテレビでの放映
も予定しています。

⑧ 福井県
　今年は、本県での放鳥から10周年の節目の年と
なります。令和元年以降、放鳥個体をはじめ県内
５市町の24ペアから合計64羽のヒナが巣立って
います。地域個体群の安定的な維持に向けた保
全に取り組みます。

⑨ 越前町
　この度はコウノトリ放鳥開始から20年を迎えまし
て、おめでとうございます。越前町も取り組みを始め
て約2年が経ちました。町内にもペアが飛来するよ
うになり、雛がこれまでに3羽産まれました。野外コ
ウノトリが500羽に到達したということで、越前町も
コウノトリの繁殖に貢献することができ光栄です。

⑩ 鯖江市
　放鳥20周年おめでとうございます。一度は国内
絶滅した生き物の個体数をここまで回復させるの
には、並々ならぬご苦労があったことと思われま
す。当市も、コウノトリを始めとした野生生物が暮
らす豊かな自然環境を守るため、微力ながら事業
を推進してまいります。

⑪ 越前市
　コウノトリをシンボルに、人と生きものが共生
するまちづくりを目指し、有機農業を推進していま
す。全国初の「オーガニック都市宣言」を行い、生
産から加工、消費、廃棄までを市内で完結・循環
させることを目指しています。
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認定NPO法人とくしま  
コウノトリ基金
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① 神栖市
　波崎愛鳥会と連携し、コウノトリの見守りやヒナ
への足環装着を令和５年度から３年連続で実施し
ています。また、令和６年度には株式会社クラレか
らの企業版ふるさと納税を活用し人工巣塔を設
置しました。

② 行方市
　放鳥20周年および野外コウノトリ500羽達成お
めでとうございます。コウノトリがいつの日か足環
を必要とせず、日常当たり前の存在になることを
目指して、繁殖地のひとつである市として、人とコ
ウノトリが共生できる環境づくりに取り組んでま
いります。

③ 小山市
　2012 年にラムサール条約湿地として登録された

「渡良瀬遊水地」の保全や賢明な利用を多様な主
体と共に進めてきました。取組みが奏功し、2020
年に、東日本初となるコウノトリの野外繁殖が実
現しました。以降、６年連続で計 14 羽のヒナが巣
立っています。

④ 野田市
　平成24年に多摩動物公園から２羽のコウノトリ
を譲り受け飼育を開始しました。その後、平成27年
から令和５年まで９年連続で合計17羽を放鳥し、
放鳥から10年目の令和６年には野田市放鳥のオス
と渡良瀬遊水地生まれのメスがペアとなり市内初
の野外繁殖に成功しました。

⑤ 上越市
　放鳥20周年、誠におめでとうございます。これ
までコウノトリの繁殖に関わってこられた関係者
の 皆 様 のご 努力に深く敬 意を 表しますととも
に、この20周年が、次の30年、100年と未来へ羽
ばたく一歩となりますよう祈念申し上げます。殖
に成功しました。

⑥ 志賀町　
　令和４年以降毎年営巣し、本年で13羽のヒナ
が巣立ちを迎えました。町ではコウノトリを温か
く見守り、令和６年から地元小学生に愛称を募集
し、命名しています。

⑫ 小浜市
　「人もコウノトリも豊かに住み続けられるまち」
を目標に掲げ、水田、水路などのつながりの回復
に向けた自然環境の創出、減農薬・有機栽培の生
産拡大による環境にやさしい農業の推進、子ども
たちへの環境学習を通じた人づくりなどを連携し
て進めています。

⑬ 京丹後市
　長きにわたりコウノトリの保護活動をされてい
ることに敬意を表します。毎年、着実にコウノトリ
の数が増えていることを喜ばしく思っています。コ
ウノトリが希少動物でなくなり、自然の中で自由に
飛び交う日を、心より願っています。

⑭ 綾部市
　2020年（令和２年）に市内でコウノトリのヒナが
初めて誕生して以来、毎年、ヒナが産まれていま
す。本市では足環装着などの希少生物の実態調査
に協力するとともに、コウノトリの繁殖活動を支
援しています。

⑮ 豊岡市
　この20年でコウノトリの生息地は広がり、羽数も大きく
増えました。コウノトリは、自然の中で、力強く生きていること
を実感するとともに、コウノトリの野生復帰という夢を実現
するため、長年に渡る多くの方々の努力や、地域の方々の理
解や支援により成し遂げられたことです。豊岡市は、これから
も「コウノトリも住めるまちづくり」を目指し、挑戦し続けます。

⑯ 養父市
　平成24年度に八鹿町伊佐地区に放鳥拠点を設
け、令和５年度まで人工飼育、放鳥を行ってきまし
た。この間18羽が養父市から巣立ち、野生復帰に
貢献しました。令和６年度からは営巣用人工巣塔
を設置する補助事業に取組み、野生個体の市内
定着を目指しています。

⑰ 朝来市
　市内のコウノトリ育む農法による水稲の無農
薬・減農薬栽培は、令和６年度末時点で78.4haま
で拡大しています。今後も環境創造型農法の推進
や、コウノトリ保全に係る普及啓発等を通じ「人と
自然が共生する」まちづくりを進めて参ります。

⑱ 上郡町
　保護・研究・啓発を続けて、放鳥20周年を迎え、野
外コウノトリが500羽を超えるという地道な活動を
継続されたコウノトリの郷公園のみなさまの功労
を讃えます。また、その節目の年に合わせるように
本町でも３羽のヒナが誕生しました。これからもコ
ウノトリに選ばれる環境の維持に努めていきます。

⑲ 稲美町
   令和５年に町内で初めて国岡人工巣塔での営巣が確認されました。
その後ヒナ３羽が誕生して巣立ちました。これを受けて親鳥の愛称募
集と命名を行いました。令和６年も同巣塔でヒナ１羽が誕生し、町は足
環装着費用を負担しました。さらに令和７年も同様に営巣し、本年誕生
したヒナ４羽のうち、３羽が巣立ちました（足環装着費用を負担）。死亡
個体については、町が回収し県立コウノトリの郷公園へ搬送しました。

⑳ 淡路市
　令和３年にコウノトリが飛来し、５年連続で営
巣（子育て）しています。継続的な営巣地のため
の人工巣塔設置やコウノトリの剥製展示及び野外
活動等の環境学習を通じて、生息環境の保全再
生活動や野生復帰への関心を高める活用に取り
組んでいます。

㉑ 鳥取市
　鳥取市には、水鳥の生活には適した環境が豊
かに残されています。コウノトリの姿が、普通の水
鳥として風景に溶け込むような日のやってくるこ
とを望んでいます。

㉒ 八頭町
　令和２年に初めて町内で繁殖が確認されたこと
をきっかけとして、人工巣塔を設置しました。以降
は毎年繁殖が確認されており、今年は町内２カ所
の繁殖地から６羽の巣立ちを見守ったほか、これ
までに計18羽が町内から巣立っています。

㉓ 北栄町
　親しみをもって末永く見守っていただけるよう、
地域の皆様からコウノトリの雛の愛称募集をする
など、北栄町全体で一緒に愛着をもって見守れる
ような取組をしています。

㉔ 大山町
　令和７年にも飛来があり、コウノトリは地域の
方々に親しまれ繁殖も見守られています。放鳥と
繁殖の継続を祝い、これからも全国に元気が広が
ることを祈念いたします。

㉕ 雲南市
　コウノトリがよくエサをとる水田での生き物調
査、生き物を増やすための「よけじ」づくり、地域
の人たちによる耕作放棄地を活用したビオトープ
整備等の取組を行っており、市内のたくさんの人
たちが、コウノトリと共生するまちづくりに取り組
んでいます。

㉖ 世羅町
     コウノトリ放鳥20周年、誠におめでとうございます。貴公園には、
当町でもコウノトリが子育てをするにあたり、懇切丁寧な御指導・
御助言をいただいております。賢明にして懸命なご活動に対しま
して敬意を申し上げます。今後も、「コウノトリも住める豊かな環
境づくり」をスローガンに、地域住民とともに未来へ繋げていきた
いと考えています。更なるご活躍とご発展をお祈り申し上げます。

㉗ 徳島県
　平成27年のコウノトリ飛来以降、繁殖のための
営巣場所の確保、マナー対策等を行い、平成28年
以降は、繁殖ペアのヒナに９年連続で足環装着を
実施してきました。また、負傷個体のための一時
保護施設を設置するなどコウノトリの保護に取り
組んでいます。

㉘ まんのう町
　コウノトリ放鳥20周年、誠におめでとうござい
ます。貴公園の懸命な活動が実を結び、まんのう
町でもコウノトリが子育てをする姿を見ることが
でき、大変喜ばしく思います。今後も、コウノトリ
と人が共生できる豊かな環境を、地域住民ととも
に守り、未来へ繋げていきたいと考えています。

㉙ 白石町
　令和４年九州初の営巣、翌年の初の巣立ちな
ど、現在まで九州唯一の繁殖地です。地域住民や
農家のみなさん、保護団体と連携しながら、造巣
から産卵、巣立ちに至るまでコウノトリの野生復
帰への支援を行っています。

⑦ 津幡町
　定住しているペアを「名誉鳥民」として顕彰しま
した。また巣塔近くにカメラを設置して育雛期の
様子を24時間配信するとともに、コウノトリを紹
介する番組の作成およびケーブルテレビでの放映
も予定しています。

⑧ 福井県
　今年は、本県での放鳥から10周年の節目の年と
なります。令和元年以降、放鳥個体をはじめ県内
５市町の24ペアから合計64羽のヒナが巣立って
います。地域個体群の安定的な維持に向けた保
全に取り組みます。

⑨ 越前町
　この度はコウノトリ放鳥開始から20年を迎えまし
て、おめでとうございます。越前町も取り組みを始め
て約2年が経ちました。町内にもペアが飛来するよ
うになり、雛がこれまでに3羽産まれました。野外コ
ウノトリが500羽に到達したということで、越前町も
コウノトリの繁殖に貢献することができ光栄です。

⑩ 鯖江市
　放鳥20周年おめでとうございます。一度は国内
絶滅した生き物の個体数をここまで回復させるの
には、並々ならぬご苦労があったことと思われま
す。当市も、コウノトリを始めとした野生生物が暮
らす豊かな自然環境を守るため、微力ながら事業
を推進してまいります。

⑪ 越前市
　コウノトリをシンボルに、人と生きものが共生
するまちづくりを目指し、有機農業を推進していま
す。全国初の「オーガニック都市宣言」を行い、生
産から加工、消費、廃棄までを市内で完結・循環
させることを目指しています。
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コウノトリ基金

撮影：小倉　明 氏
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至玄武洞

((

豊岡出石
I C

HP FB インスタグラム

開園時間：9：00 ～ 17：00
休  園  日：毎週月曜日　

（休日に当たるときはその翌日）
12 月 28 日～ 1 月 4 日

e  - m a i l
ホームページ
facebookペ ー ジ
インスタグラム

 : kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp
 :  https://satokouen.jp/
 :  https://www.facebook.com/satokouen/
 : https://www.instagram.com/hyogo_satokouen/

兵庫県豊岡市祥雲寺 128　tel：0796-23-5666　fax： 0796-23-6538

◎神戸から［２時間10分］　　姫路から［１時間45分］
　最寄り豊岡出石 I C から約20分

◎J R 山陰本線「豊岡駅 」から 4.5 km
　全但バス（コウノトリの郷公園・法花寺・下の宮行き）

◎コウノトリ但馬空港から約12km

　「ふるさとひょうご寄附金でコウノトリ野生復帰プロジェクト」を応援して
ください。
　当園では全国の皆さまのご協力をいただきながら、コウノトリの保護・増
殖と野生復帰に取り組んでまいりました。多くの方々のご支援により、今年 6
月末時点で野外に生息する個体数が500羽に達したことが確認されました。
　近年では、飛来地や繁殖地が全国的に広がっており、当園による技術的支
援の必要性がますます高まっています。また、野外個体の増加に伴い、救護
が必要な個体の増加や近親婚の発生といった新たな課題にも対応していく
必要があります。さらに、遺伝的多様性を確保するためには、国内外の施
設との一層の連携が重要となっています。これらの取組を着実に進めてい
くためにも、本プロジェクトへのご賛同とご支援を心よりお願い申し上げます。本プロジェクトの詳細については、郷公園ホームペー
ジ及び「兵庫県のふるさと納税『ふるさとひょうご寄附金』」のページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

編集後記
　まるでコウノトリたちの粋な計らいかのように、放鳥から 20 年と
いう節目の年に、「野外コウノトリ 500 羽到達」の朗報をお伝えする
ことができました。かつて日本各地の空を悠然と舞っていたコウノ
トリとの共生の風景は、確かな歩みとともに蘇りつつあります。酷
暑に耐え、命を紡ぐ営みに向き合うひたむきなその姿に心を打たれ
ると同時に、自然の中で生きるための強さを私たちに教えてくれて
いるようです。自然と調和する社会を目指し、時代に即した新たな
共生のかたちが全国へ、そして世界へと広がっていくことを願って
います。

（社会教育推進専門員　岡田厚志）

イ ベ ン ト 案 内

令和 8 年 1 月 24 日（土）～ 2 月 15 日（日）

今後は…
・クリスマスイベント
・年末年始のイルミネーション
・新春缶バッジ配布なども実施予定です♪

※イベントの日程や内容は予定であり変更することがあります。
　詳しくは、事前に郷公園ホームページやSNS等でお知らせしますのでご確認ください。

里親飼育したコウノトリの放鳥（朝来市）

　「世界湿地の日」（2月2日）に
合わせて、湿地とコウノトリ
の繫がりについて展示します。

①「座談会」令和 7 年 10 月 18日（土）
　コウノトリ放鳥 20 周年を迎え、「コウノトリと共に歩んだ 20年
　 ～次の20 年に向けて～」をテーマにした座談会を開催します。

②「郷公園デー ～非公開エリア特別公開 ～ 」令和 7 年10月19日（日）

　
　
③「パネル展 」令和 7 年 11月1日（土）～ 30日（日）　
　全国の繁殖地の取組やメッセージ、コウノトリの写真などを展示します。

非公開エリアの特別公開のほか「郷公園クイズラ
リー」や「特別企画展」・「体験コーナー」などがあり、
大人も子どもも楽しめます。

放鳥20周年記念特別企画
「世界湿地の日」パネル展

またはふるさとひょうご
寄附金からの申込み

寄附金申出書
による申込み

兵庫県ふるさと納税
ポータルサイトからの申込み

申込
方法

※申し込みの最終に、皆様からの寄附金を活用させていただくコース・プロジェクトを選択（記入・入力）していただきます。その際に「寄附金の活用
コース1～17」➡「16県立美術館・博物館等応援コース」➡「コウノトリ野生復帰プロジェクト」または「コウノトリの郷公園」とご入力（ご記入）ください。 

◎ご報告とお礼 令和 6年度は、22 件、合計 327,985 円のご寄附をいただきました。（令和 7年 3月 31 日時点）
引き続き兵庫県立コウノトリの郷公園では、プロジェクトに賛同いただき、ご支援いただける方を募っています。

ふるさとひょうご寄附金でコウノトリ野生復帰プロジェクトを応援してください。

独自の
特典

①広報誌「キコニアレター」の送付　
②寄附者向け特別イベントのご案内　
③郷公園オリジナルグッズの進呈（対象：兵庫県外在住）
④飼育コウノトリの愛称命名権（２年間）

1 万 円 未 満 … 特典①
1 万 円 以上 … 特典①②③　

10 万 円 以 上 … 特典①②③④
寄附額
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